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印
度
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學
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第
六
十
八
巻
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一
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令
和
元
年
十
二
月

『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
に
引
用
さ
れ
る 

『
法
華
経
』「
譬
喩
品
」
の
経
文
を
め
ぐ
っ
て

新

井

一

光

一
　
は
じ
め
に

道
元
（
一
二
〇
〇
―
一
二
五
三
）
は
入
越
後
最
初
に
『
正
法
眼
蔵
』「
三

界
唯
心
」
巻
（
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
閏
七
月
初
一
日
）
を
表
し
、「
三

界
」
を
究
極
的
真
実
と
し
て
説
く
。
即
ち
、
こ
の
巻
の
冒
頭
で
「
三
界

唯
一
心
、
心
外
無
別
法
。
心
仏
及
衆
生
、
是
三
無
差
別
」
の
経
文
を
引

用
す
る
が
、
そ
こ
で
は
経
文
の
本
来
の
意
味
で
「
心
」
を
定
立
す
る
の

で
は
な
く
、「
三
界
唯
一
心
」
の
意
味
を
正
に
「
三
界
」
を
説
く
も
の

と
し
て
主
張
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
新
井
二
〇
一
九
参
照
）。
こ
の

よ
う
な
解
釈
は
、
こ
れ
に
続
け
て
引
用
さ
れ
る
『
法
華
経
』「
如
来
寿

量
品
」
の
「
不
如
三
界
見
於
三
界
」
の
経
文
に
つ
い
て
も
認
め
ら
れ

る
。
即
ち
、
道
元
は
、
こ
の
経
文
の
本
来
の
意
味
で
あ
る
「
如
来
は
、

凡
夫
た
ち
が
見
る
よ
う
に
は
三
界
を
見
な
い
」
と
い
う
趣
旨
と
は
異
な

り
、
三
界
は
見
え
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
と
説
い
て
、
三
界
を

全
面
的
に
肯
定
す
る
の
で
あ
る
）
1
（

。

こ
の
よ
う
に
「
三
界
唯
心
」
巻
の
前
半
は
、
三
界
の
定
立
を
基
本
趣

旨
と
す
る
が
、
道
元
は
ま
た
こ
の
よ
う
な
三
界
の
意
義
を
、
続
け
て
引

用
す
る
『
法
華
経
』「
譬
喩
品
」
第
八
七
偈
の
「
皆
是
我
有
」
と
い
う

句
を
独
自
に
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
表
わ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

今
此
三
界
、
皆
是
我
有
、
其
中
衆
生
、
悉
是
吾
子
。 

 

 

（『
妙
法
華
』
一
四
下
二
六
―
二
七
）

則
常
応
時
、
将
護
三
処
、
彼
見
焼
炙
、
皆
斯
吾
子
。 

 

 

（『
正
法
華
』
七
七
下
二
九
―
七
八
上
一
）
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）

（
拙
訳
）
ま
た
、
こ
の
三
界
は
私
の
所
有
で
あ
る
。
実
に
、
お
よ
そ
誰
で
あ
れ
、

こ
こ
で
焼
か
れ
て
い
る
も
の
た
ち
、
こ
の
も
の
た
ち
は
私
の
息
子
た
ち
で
あ
る
。

こ
の
「
譬
喩
品
」
の
経
文
の
趣
旨
は
、
こ
の
三
界
は
如
来
が
所
有

（
護
念
、parigraha

）
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
で
焼
か
れ
て
い
る
も

の
た
ち
は
私
の
子
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
に
引
用
さ
れ
る
『
法
華
経
』「
譬
喩
品
」
の
経
文
を
め
ぐ
っ
て
（
新

井
）

二
　「
譬
喩
品
」
第
八
七
偈
の
解
釈

次
に
、
こ
の
偈
の
道
元
の
解
釈
を
検
討
し
よ
う
。

い
ま
こ
の
三
界
は
如
来
の
我
有
な
る
が
ゆ
へ
に
、
尽
界
み
な
三
界
な
り
。
三
界

は
尽
界
な
る
が
ゆ
へ
に
。
今
此
は
過
現
当
来
な
り
。
過
現
当
来
の
現
成
は
、
今

此
を
罣
礙
せ
ざ
る
な
り
、
今
此
の
現
成
は
過
現
当
来
を
罣
礙
す
る
な
り
。
我
有

は
尽
十
方
界
真
実
人
体
な
り
、
尽
十
方
界
沙
門
一
隻
眼
な
り
。
衆
生
は
尽
十
方

界
真
実
体
な
り
、
一
一
衆
生
の
生
衆
な
る
ゆ
へ
に
衆
生
な
り
。
悉
是
吾
子
は
、

子
也
全
機
現
の
道
理
な
り
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
吾
子
か
な
ら
ず
身
体
髪
膚
を
慈

父
に
う
け
て
、
毀
破
せ
ず
、
虧
闕
せ
ざ
る
を
、
子
現
成
と
す
。
而
今
は
（
１
）
父

前
子
後
に
あ
ら
ず
、
子
前
父
後
に
あ
ら
ず
、（
２
）
父
子
あ
ひ
な
ら
べ
る
に
あ
ら

ざ
る
を
、
吾
子
の
道
理
と
い
ふ
な
り
。 

（「
三
界
唯
心
」『
眼
蔵
』
三
五
四
頁
）

こ
の
三
界
は
、
如
来
の
「
我
有
」、
即
ち
所
有
で
あ
る
が
故
に
、「
尽

界
」
と
い
う
現
象
世
界
は
す
べ
て
三
界
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
が
、
そ

の
論
拠
で
あ
る
「
我
有
」
は
「
尽
十
方
界
真
実
人
体
な
り
、
尽
十
方
界

沙
門
一
隻
眼
な
り
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
定
義
は
、『
正
法
眼

蔵
』「
光
明
」
巻
（
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
夏
六
月
二
日
）
の
冒
頭
に
掲

げ
ら
れ
る
長
沙
景
岑
の
次
の
よ
う
な
説
法
と
同
じ
趣
旨
で
あ
ろ
う
。

大
宋
国
湖
南
長
沙
招
賢
大
師
、
上
堂
、
示
衆
云
、
尽
十
方
界
、
是
沙
門
眼
。
尽

十
方
界
、
是
沙
門
家
常
語
。
尽
十
方
界
、
是
沙
門
全
身
。
尽
十
方
界
、
是
自
己

光
明
。
尽
十
方
界
、
在
自
己
光
明
裏
。
尽
十
方
界
、
無
一
人
不
是
自
己
。
仏
道

の
参
学
、
か
な
ら
ず
勤
学
に
す
べ
し
。 

（「
光
明
」『
眼
蔵
』
一
一
六
頁
）

こ
の
長
沙
の
説
法
は
、「
尽
十
方
界
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
的
事
物
を
、

「
真
実
人
体
」「
沙
門
一
隻
眼
」
と
い
う
表
現
を
用
い
、
究
極
的
真
実
と

み
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
（『
道
元
思
想
論
』
四
七
七
―
四
七
八
頁
参
照
）。
ま
た

「
衆
生
」
も
「
我
有
」
と
同
じ
よ
う
な
「
尽
十
方
界
真
実
体
」
と
定
義
さ

れ
、
究
極
的
真
実
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。「
悉
是
吾
子
」
に
関
し
て
、「
子

也
全
機
現
」
と
い
う
表
現
が
、
円
悟
克
勤
（
一
〇
六
三
―
一
一
三
五
）
の

「
生
也
全
機
現
、
死
也
全
機
現
」（『
円
悟
録
』
七
三
九
下
六
）
を
踏
ま
え
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
道
元
が
「
悉
是
吾
子
」
を
「
子
也

全
機
現
」
と
解
釈
す
る
と
き
、
そ
の
「
子
」
は
「
す
べ
て
の
働
き
の
現

れ
」
と
見
な
さ
れ
、
究
極
的
真
実
と
し
て
肯
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ

の
際
、
そ
の
「
子
」
は
、
他
に
依
存
せ
ず
に
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立

し
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、「
か
な
ら
ず
身
体
髪
膚
」
と
い
う
現
れ

を
「
慈
父
」
か
ら
受
け
て
、「
現
成
」
す
る
と
説
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
、
少
な
く
と
も
こ
の
一
文
で
は
、「
慈
父
」
か
ら
「
吾
子
」
へ
と

い
う
時
間
的
前
後
関
係
が
意
図
さ
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。

「
而
今
は
」
の
一
文
で
は
、
始
め
に
下
線
部
（
1
）
で
父
と
子
の
時

間
的
前
後
関
係
を
否
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
否
定
は
、
父
は
父
と
し

て
、
子
は
子
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
全
面
的
に
現
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
で

あ
ろ
う
。
次
の
下
線
部
（
2
）
で
は
、
下
線
部
（
1
）
と
同
じ
趣
旨
で

父
と
子
の
並
列
を
否
定
し
て
、「
吾
子
の
道
理
」、
即
ち
、「
子
」
が
「
す

べ
て
の
働
き
の
現
れ
」
を
意
味
し
、
究
極
的
真
実
と
し
て
肯
定
さ
れ
る

こ
と
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
に
引
用
さ
れ
る
『
法
華
経
』「
譬
喩
品
」
の
経
文
を
め
ぐ
っ
て
（
新

井
）

三
　「
父
少
子
老
」
の
解
釈

道
元
は
、
さ
ら
に
発
展
的
議
論
を
続
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

与
授
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
こ
れ
を
う
く
、
奪
取
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
こ
れ
を
ゑ
た

り
。
去
来
の
相
に
あ
ら
ず
、
大
小
の
量
に
あ
ら
ず
、
老
少
の
論
に
あ
ら
ず
、
老

少
を
仏
祖
老
少
の
如
く
保
任
す
べ
し
。
父
少
子
老
あ
り
、
父
老
子
少
あ
り
。
父

老
子
老
あ
り
、
父
少
子
少
あ
り
。
父
の
老
を
学
す
る
は
子
に
あ
ら
ず
、
子
の
少

を
へ
ざ
ら
む
は
父
に
あ
ら
ざ
ら
む
。
子
の
老
少
と
、
父
の
老
少
と
、
か
な
ら
ず

審
細
に
功
夫
参
究
す
べ
し
、
倉
卒
な
る
べ
か
ら
ず
。 

 

 
（「
三
界
唯
心
」『
眼
蔵
』
三
五
四
頁
）

道
元
は
「
吾
子
の
道
理
」
が
相
互
に
対
立
す
る
二
項
（
与
授
と
奪
取
、

去
来
、
大
小
、
老
少
）
の
あ
り
方
で
は
な
い
と
述
べ
る
の
で
あ
る
が
、
特

に
「
老
少
」
に
関
し
て
は
「
仏
祖
老
少
の
如
く
保
任
す
べ
し
。
父
少
子

老
あ
り
、
父
老
子
少
あ
り
。
父
老
子
老
あ
り
、
父
少
子
少
あ
り
」
と
説

明
し
て
い
る
。

「
父
少
子
老
」
は
、『
法
華
経
』「
従
地
涌
出
品
」
の
記
述
「
譬
如
少

壮
人
、
年
始
二
十
五
、
示
人
百
歳
子
、
髪
白
而
面
皺
、
是
等
我
所
生
、

子
亦
説
是
父
、
父
少
而
子
老
、
挙
世
所
不
信
」（『
妙
法
華
』
四
二
上
一
一

―
一
四
）
に
言
及
す
る
も
の
と
指
摘
さ
れ
る
（『
眼
蔵
（
河
村
）』
四
四
五

頁
、『
眼
蔵
（
水
野
）』
三
、
四
〇
九
頁
等
）。
こ
の
言
及
は
す
で
に
『
正
法

眼
蔵
抄
』（『
蒐
書
大
成
』
一
三
、
二
〇
八
頁
）
及
び
『
聞
解
』（『
蒐
書
大
成
』

一
七
、
一
七
三
頁
下
）
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、『
正
法
眼
蔵
抄
』
で
は
、

「
父
少
子
老
ハ
法
華
ノ
従
地
踊
出
品
時
事
ナ
リ
。
但
寿
量
品
時
、
已
五

百
塵
点
劫
ノ
久
遠
成
道
ナ
リ
。
非
可
不
審
。
然
而
此
父
少
子
老
、
其
心

地
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
ヘ
シ
。
前
ニ
所
談
ノ
父
子
ノ
ア
ハ
ヒ
ニ
テ
可
了
見
合

モ
ノ
ナ
リ
」（『
蒐
書
大
成
』
一
三
、
二
〇
八
頁
）
と
説
か
れ
、「
父
少
子
老
」

が
「
従
地
涌
出
品
」
の
意
味
の
通
り
に
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
前

に
論
じ
た
「
父
子
ノ
ア
ハ
ヒ
」、
つ
ま
り
「
父
子
の
間
の
関
係
」
と
理

解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
る
に
、「
従
地
涌
出
品
」
本
来
の
趣
旨
は
、
世
尊
が
成
道
し
て

か
ら
未
だ
久
し
く
な
い
こ
と
を
喩
え
る
内
容
で
あ
る
か
ら
、『
正
法
眼

蔵
抄
』
で
説
か
れ
る
よ
う
に
、「
父
少
子
老
」
の
意
味
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
「
従
地
涌
出
品
」
の
所
説
に
言
及
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で

あ
る
。
と
い
う
の
も
、
私
の
理
解
で
は
、「
父
少
子
老
あ
り
、
父
老
子

少
あ
り
。
父
老
子
老
あ
り
、
父
少
子
少
あ
り
」
の
一
文
は
、「
打
ち
返

し
」
と
呼
ば
れ
る
表
現
の
仕
方
に
よ
っ
て
（『
道
元
禅
研
究
』
六
三
〇
―

六
四
九
頁
参
照
）、
父
と
子
の
同
一
性
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
場
合
で
も
、
道
元
が
究
極
的
に
主
張
す
る
の
は
、
父

と
子
の
同
一
性
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、「
吾
子
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て

表
現
さ
れ
る
現
象
的
事
物
が
究
極
的
真
実
で
あ
る
こ
と
は
、
次
に
示
す

こ
の
一
段
の
結
論
個
所
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
百
草
の
華
果
は
諸
仏
の
我
有
な
り
、
巌
石
の
大
小
は

諸
仏
の
我
有
な
り
。
安
処
は
林
野
な
り
、
林
野
は
已
離
な
り
。
し
か
も
か
く
の

ご
と
く
な
り
と
い
ふ
と
も
、
如
来
道
の
宗
旨
は
吾
子
の
道
の
み
な
り
、
其
父
の
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『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
に
引
用
さ
れ
る
『
法
華
経
』「
譬
喩
品
」
の
経
文
を
め
ぐ
っ
て
（
新

井
）

道
い
ま
だ
あ
ら
ざ
る
な
り
。
参
究
す
べ
し
。 

 

 

（「
三
界
唯
心
」『
眼
蔵
』
三
五
五
頁
）

「
百
草
の
華
果
」「
巌
石
の
大
小
」
と
表
現
さ
れ
る
三
界
の
現
象
的
事

物
は
「
我
有
」、
つ
ま
り
究
極
的
真
実
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
ま
た
、

「
安
処
は
林
野
な
り
、
林
野
は
已
離
な
り
」
と
は
「
譬
喩
品
」
第
八
六

偈
「
如
来
已
離
、
三
界
火
宅
、
寂
然
閑
居
、
安
処
林
野
」（『
妙
法
華
』

一
四
下
二
四
）
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
道
元
は
「
林
野
」
を
「
已

離
」、
つ
ま
り
、
す
で
に
解
脱
し
た
も
の
と
独
自
の
解
釈
を
な
し
て
い

る
が
、
し
か
し
如
来
の
説
く
宗
旨
と
い
え
ば
「
吾
子
の
道
」
だ
け
で
あ

る
こ
と
を
正
確
に
究
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
く
の
で
あ
る
。

四
　「
其
父
」
の
異
読
に
つ
い
て

な
お
、
傍
線
部
「
其
父
」
に
つ
い
て
、『
正
法
眼
蔵
』
瑠
璃
光
寺
本

に
、「
其
父
」
の
「
其
」
の
左
に
抹
消
符
を
付
し
て
見
せ
消
ち
し
、
右

に
「
吾
」
の
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。（『
蒐
書
大
成
』
五
、
六
一
九
頁
上
、『
眼

蔵
』
三
五
五
頁
五
行
脚
註
参
照
。
他
の
版
で
は
、
永
澤
寺
本
が
「
吾
父
」
の
読
み

を
示
す
。『
蒐
書
大
成
』
六
、
七
八
六
頁
参
照
）。「
其
父
」
と
は
如
来
を
意
味

す
る
か
ら
、「
其
父
の
道
い
ま
だ
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
い
う
文
は
「
其

の
父
と
い
う
語
、
も
し
く
は
表
現
は
未
だ
な
い
の
で
あ
る
」
と
理
解
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
如
来
と
い
う
表
現
が
未
だ
な
い
と
い
う
こ

と
を
字
義
通
り
理
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
自
体
奇
妙
な
意
味
と
な
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
近
代
の
研
究
で
は
、「
そ
の
父
と
い
う
こ
と
は
今
ま

で
に
な
い
の
で
あ
る
」（
玉
城
一
九
九
三
―
一
九
九
四
、
第
四
冊
、
三
四
頁
）、

「〝
そ
の
父
〞
と
し
て
言
っ
た
こ
と
は
今
ま
で
に
な
い
の
で
あ
る
」（
高
橋

一
九
七
一
―
一
九
七
二
、
上
巻
、
五
〇
九
頁
）、「「
其
父
」
の
道
こ
と
ばは
な
い
の
で

あ
り
」（
水
野
二
〇
〇
九
、
二
一
九
頁
）
と
現
代
語
訳
さ
れ
て
お
り
、「
吾
」

と
い
う
異
読
に
特
別
な
注
意
は
払
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
諸
註

釈
を
検
討
し
よ
う
。
詮
慧
の
『
聞
書
』
の
記
述
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

其
中
衆
生
悉
是
吾
子
ト
イ
フ
詞
、
父
モ
キ
コ
ユ
。
其
上
父
少
子
老
ト
云
ア
リ
、

父
ノ
詞
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
。 

（『
蒐
書
大
成
』
一
三
、
二
三
〇
頁
）

詮
慧
は
「
父
少
子
老
」
に
関
し
て
「
父
ノ
詞
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
」
と
説

く
が
、「
三
界
唯
心
」
巻
の
所
説
に
対
し
て
何
ら
か
の
問
題
を
認
め
、

敢
え
て
補
足
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
に
、
経
豪
の
『
正
法
眼

蔵
抄
』
を
検
討
し
よ
う
。

経
文
ノ
上
ニ
其
父
ノ
詞
ナ
キ
所
ヲ
如
此
云
ナ
リ
。
然
而
此
道
理
、
其
父
ノ
詞
ノ

有
無
ニ
依
テ
理
非
ノ
相
違
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
歟
。 

 

 

（『
蒐
書
大
成
』
一
三
、
二
一
一
頁
）

こ
の
経
文
と
い
う
の
が
今
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
「
譬
喩
品
」
第

八
七
偈
を
指
す
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
確
か
に
「
其
父
」
の
語
は
記
述
さ

れ
な
い
か
ら
『
正
法
眼
蔵
抄
』
の
説
明
も
一
応
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
そ
の
場
合
、
こ
の
説
明
は
、「
如
来
道
の
宗
旨
」
は
「
其
父
」
の

語
が
有
る
か
無
い
か
に
基
づ
い
て
道
理
か
否
か
の
相
違
が
あ
り
得
な
い

こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
意
味
で
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
に
引
用
さ
れ
る
『
法
華
経
』「
譬
喩
品
」
の
経
文
を
め
ぐ
っ
て
（
新

井
）

天
桂
（
一
六
四
八
―
一
七
三
五
）
の
『
正
法
眼
蔵
弁
註
』
は
、「
吾
」
の

下
に
割
註
に
よ
っ
て
「
異
本
ニ
吾
字
作
二
其
字
一
」
と
示
し
て
「
吾
父
」

の
読
み
を
採
用
し
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

如
来
道
ノ
宗
旨
ハ
吾
子
ノ
道
ノ
ミ
ト
指
甚
大
久
遠
成
仏
ノ
玉
フ
、
蓋
シ
仏
ニ
父

ナ
キ
コ
ト
傾
レ
耳
キ
ケ
、
吾
父
ヲ
異
本
ニ
其
父
ニ
作
ル
不
可
ナ
リ
。
今
日
ノ
学

人
参
学
ノ
日
ハ
吾
ハ
迷
ヘ
リ
、
仏
ハ
吾
カ
父
ナ
ル
ノ
道
取
ノ
ミ
ア
リ
、
吾
子
ノ

道
取
イ
マ
タ
ア
ラ
ス
。
抑
吾
父
吾
子
ナ
リ
、
吾
子
吾
父
ナ
ル
コ
ト
実
々
参
究
ス

ヘ
シ
。 

（『
蒐
書
大
成
』
一
五
、
三
七
八
頁
下
）

天
桂
は
『
正
法
眼
蔵
弁
註
』「
仏
性
」
に
瑠
璃
光
寺
本
に
基
づ
い
て

註
釈
し
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
）
2
（

が
（『
蒐
書
大
成
』
一
五
、
三
三
頁

上
）、
他
の
諸
本
を
参
照
し
た
上
で
、
瑠
璃
光
寺
本
の
「
吾
父
」
の
読

み
を
採
用
し
た
と
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
は
、「
甚
大
久

遠
成
仏
」、
つ
ま
り
仏
は
測
り
知
れ
な
い
久
し
い
以
前
に
成
仏
し
て
い

る
か
ら
、
そ
の
父
は
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
趣
旨
を
天
桂
は

述
べ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
に
、
父
幼
老
卵
（
一
七
二
四
―

一
八
〇
五
）
の
『
正
法
眼
蔵
那
一
宝
』
を
検
討
し
よ
う
。

実
実
ニ
参
究
ス
ヘ
シ
、
参
究
得
セ
ハ
、
吾
父
ハ
吾
子
ナ
リ
、
吾
子
ハ
吾
父
ナ
ル

宗
旨
モ
ア
リ
。
其
父
ヲ
吾
父
ニ
作
ル
本
モ
ア
リ
義
通
ス
。 

 

 

（『
蒐
書
大
成
』
一
六
、
三
二
五
頁
下
）

こ
こ
で
は
、
天
桂
の
見
解
に
従
っ
て
、「
吾
父
」
の
読
み
を
採
用
し

て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
次
に
、
瞎
道
本
光
（
一
七
一
〇
―

一
七
七
三
）
の
『
正
法
眼
蔵
却
退
一
字
参
』
を
検
討
し
よ
う
。

其
父
ノ
道
未
レタ
有
也
、
…
…
開
三
示
シ
玉
ヘ
リ
父
子
不
伝
ノ
盈
二
益
ス
ル
コ
ト
ヲ
全
機
一ニ
也
、

須
知
。 

（『
蒐
書
大
成
』
一
八
、
一
三
三
頁
）

「
吾
父
」
の
読
み
に
関
す
る
瞎
道
本
光
自
身
の
解
釈
は
知
ら
れ
な
い

も
の
の
、
父
子
が
す
べ
て
の
働
き
に
満
ち
て
い
る
こ
と
を
開
示
す
る
と

い
う
よ
う
な
意
味
で
解
釈
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
次
に
、
安
心
院

（
雑
華
）
蔵
海
（
一
七
三
〇
―
一
七
八
八
）
の
『
正
法
眼
蔵
私
記
』
を
検
討

し
よ
う
。

其
子
道
ノ
ト
キ
其
父
ヲ
ア
マ
サ
サ
ル
カ
ユ
ヘ
ニ
、
其
子
ノ
道
ノ
ミ
ナ
リ
、
イ
マ

タ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
ト
イ
フ
、
円
融
ヲ
イ
フ
、
具
セ
サ
ル
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
。 

 

（『
蒐
書
大
成
』
一
九
、
七
〇
四
頁
上
）

こ
こ
で
は
「
其
父
」
の
読
み
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る

が
、「
譬
喩
品
」
の
経
文
の
「
吾
子
」
と
い
う
語
で
は
な
く
「
其
子
」

と
い
う
読
み
を
示
し
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。「
其
父
ヲ
ア
マ
サ
ザ

ル
」、
即
ち
、
其
父
を
残
し
て
い
な
い
が
故
に
、「
其
子
の
道
」
だ
け
で

あ
る
と
い
う
こ
の
あ
り
方
を
指
し
て
「〔
其
父
の
道
〕
イ
マ
ダ
ア
ラ
ザ

ル
ナ
リ
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
に
、
斧
山
玄
鈯

（
一
七
一
一
―
一
七
八
九
）
の
『
正
法
眼
蔵
聞
解
』
を
検
討
し
よ
う
。

シ
カ
モ
―
上
ニ
段
々
云
通
リ
デ
ハ
ア
レ
ト
モ
如
来
ノ
道
取
ハ
吾
子
ト
ノ
ミ
説

テ
、
吾
父
ト
云
コ
ト
ハ
無
ヒ
。 

（『
蒐
書
大
成
』
一
七
、
一
七
四
頁
上
）
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『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
に
引
用
さ
れ
る
『
法
華
経
』「
譬
喩
品
」
の
経
文
を
め
ぐ
っ
て
（
新

井
）

こ
こ
で
も
「
吾
父
」
の
読
み
が
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、『
正
法
眼
蔵

弁
註
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

〔
本
論
文
に
お
け
る
傍
線
は
、
す
べ
て
筆
者
（
新
井
）
に
よ
る
。〕

1　

詮
慧
の
『
聞
書
』
に
お
い
て
、「
不
如
三
界
見
於
三
界
」
の
経
文
に
対

す
る
宗
門
に
お
け
る
解
釈
と
し
て
、「
三
界
ヲ
三
界
ト
見
ム
ニ
ハ
如
カ
シ
」

と
い
う
読
み
が
示
さ
れ
る
（『
蒐
書
大
成
』
一
三
、
二
二
四
頁
）。
ま
た
、

詮
慧
は
『
正
法
眼
蔵
』「
空
華
」
巻
に
お
け
る
こ
の
経
文
の
引
用
（『
眼
蔵
』

一
一
三
頁
）
に
対
す
る
『
聞
書
』
に
お
い
て
、「
三
界
〔
ノ
〕
三
界
ヲ
見

ル
カ
如
ク
ナ
ラ
ス　

教
家
ニ
ハ
如
此
心
得　

三
界
ヲ
三
界
ト
見
ム
ニ
ハ
如

カ
シ　

宗
門
ニ
ハ
如
此
心
得
」（『
蒐
書
大
成
』
十
一
、
六
七
八
頁
）
と
述

べ
て
、
宗
門
で
は
、
教
家
の
訓
点
に
よ
る
教
家
の
解
釈
と
は
異
な
り
、「
三

界
を
三
界
と
し
て
見
る
の
に
お
よ
ぶ
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
解

釈
を
示
す
。
新
井
二
〇
一
七
参
照
。

2　

典
拠
に
関
し
て
、
秋
津
秀
彰
博
士
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

〈
一
次
文
献
・
略
号
〉

K
N

 = Saddharm
apuṇḍarīkasūtra. E

ds. H
endrik K

ern and B
unyiu N

anjio. 

B
ibliotheca B

uddhica 10. St. Pétersburg: Im
pr. de l ’A

cadém
ie im

périale 

des sciences, 1912.

『
円
悟
録
』＝『
円
悟
仏
果
禅
師
語
録
』
大
正
四
七
、
一
九
九
七

『
眼
蔵
』＝『
道
元
禅
師
全
集
』
上
、
大
久
保
道
舟
校
訂
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九

『
眼
蔵
（
河
村
）』＝『
道
元
禅
師
全
集
』
一
、
河
村
孝
道
校
訂
、
春
秋
社
、

一
九
八
八
―
一
九
九
三

『
眼
蔵
（
水
野
）』＝『
正
法
眼
蔵
』
水
野
弥
穂
子
校
注
、
岩
波
書
店
、

一
九
九
〇
―
一
九
九
三

『
蒐
書
大
成
』＝『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
刊

行
会
編
、
大
修
館
書
店
、
一
九
七
四
―
一
九
八
二

『
正
法
華
』＝『
正
法
華
経
』
大
正
九
、
二
六
三

『
妙
法
華
』＝『
妙
法
蓮
華
経
』
大
正
九
、
二
六
二

〈
二
次
文
献
・
略
号
〉

新
井
一
光
「『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
に
引
用
さ
れ
る
『
法
華
経
』「
如

来
寿
量
品
」
の
経
文
を
め
ぐ
っ
て
」『
印
仏
研
』
第
六
六
巻
第
一
号
、

二
〇
一
七

新
井
一
光
「『
正
法
眼
蔵
抄
』「
三
界
唯
心
」
巻
テ
キ
ス
ト
、
現
代
語
訳
と
註

（
二
）
第
一
段
第
一
節
へ
の
註
」『
宗
学
研
究
紀
要
』
第
三
二
号
、
二
〇
一
九

高
橋
賢
陳
『
正
法
眼
蔵
―
―
全
巻
現
代
訳
―
―
』
上
下
、
理
想
社
、

一
九
七
一
―
一
九
七
二

玉
城
康
四
郎
『
現
代
語
訳　

正
法
眼
蔵
』
全
六
冊
、
大
蔵
出
版
、
一
九
九
三

―
一
九
九
四

水
野
弥
穂
子
訳
註
『
正
法
眼
蔵
4
』『
道
元
禅
師
全
集
―
―
原
文
対
照
現
代

語
訳
―
―
』
第
四
巻
、
春
秋
社
、
二
〇
〇
九

『
道
元
思
想
論
』＝
松
本
史
朗
『
道
元
思
想
論
』
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
〇

『
道
元
禅
研
究
』＝
伊
藤
秀
憲
『
道
元
禅
の
研
究
』
大
蔵
出
版
、
一
九
九
八

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

 

正
法
眼
蔵
、「
三
界
唯
心
」
巻
、「
光
明
」
巻
、
譬
喩
品
、

従
地
涌
出
品
、
長
沙
景
岑
、
円
悟
克
勤

（
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
・
博
士
（
仏
教
学
））


